
意思決定力の伸長を目指す社会科授業の構築
一多面的･多角的な視点を重視してー

教職実践基礎領域
勝嵜葵

I　はじめに
社会科教育の最終的な目標は「公民的資質の基礎を養う」（1）ことである。このことは、1968年から現在
に至るまで、学習指導要領に明記され続けている目標
であり、社会科教育における究極の目標であると言え
る。私は、この公民的資質は人が社会を担う国民の一
人として、社会のために行動しようとすることを指し
ていると考える。この資質を育てるためには、社会に
ついての知識を身に付けて、理解するだけでなく、学
習した内容を活用して社会の抱える課題と向き介い、
社会参画の意識を高めていくことが重要である。
近年、中央教育審議会答申や教育課程企画特別部会において意思決定の力が注目されつつある。意思決定

力は社会事象を身近に捉え、その上で「自分ならどうするか」と課題に対する自らの意思を決定し、公民と

しての自覚をもって行動する力とも言える。本稿では、生徒達がこれからの社会を生きる上で重要な意思決定

力に着目し、この力を伸ばナための社会科の授業づくりに焦点を当て、教師力向上実習I・Ⅱにおいて多面

的・多角的視点を重視していった取り組みの成果を報
告する。

Ⅱ　主題設定の理由1.今日的教育課題
2016年8月に出された教育課程企画特別部会における「論点整理」では、「特にこれからの時代に求められ
る資質・能力」として、「適切な刊断・意思決定」（2）
を挙げている。変化の激しい現代社会では、課題解決
の際、最も適切な方法を判断、意思決定する力が、多
種多様な価値が存在する社会を生き抜く中で必要な力
となる。そのため、学校教育の中でも様々な価値観に
触れ、最も合理的な課題解決方法について考える力を
育成することが大切である。
また
、現代の子どもだもの現状と課題に「判断の根
拠や理由を明確に示しながら自分の考えを述べること
などについては課題が指摘されている。……学ぶこと
と自分の人生や社会とのつながりを実感しながら、自
らの能力を引き出し、学習したことを生活や社会の中
の課題解決に生かしていくという面には課題かおる。」
（中央教育審議会答申八3）という二とが挙げられてい
る。この背景には、情報化が進み、日頃から多くの情
報に触れる機会が多い現代の子どもたらは、手に入れ
た情報の意味を吟味したり、文章の構成や内容を的確

に捉えたりせずに受容するのみになっていることが関係していると考えられる。

多くの情報に触れられる時代だからこそ
、他者の考

えを受容し
、情報を集める力が身に付いている子ども

は多くいると考えられる。その反面、自らの考えを根
拠をもって表現する力は十分身に付いていないのではないかとも考えられる。資料から読み取った情報を適

切に判断し
、自らの考えを表現するには、手に入れた

情報の意味を吟味し、その複数の情報を比較した上で
判断の根拠や理由を明確にすることが重要である。
現代の子どもたちが抱える課題を踏まえ、これからの社会科教育では、公民的資質の基礎を養うために、

根拠や理由を明らかにして自らの考えを表現する力を育む授業を通して、適切に判断・意思決定する資質・
能力を伸長することが求められる。
2.研究主題について
波巌は「立場が違えば

、求める答え（判断）もそれぞ

れ違ってくる」とした上で
、「一つの立場だけを正答と

すると、他の立場は誤りとなってしまう。つまり、限
られた正答だけを求める従来のような問題解決活動で
は決して問題の解決には至らない」（4）と示した。そし
て、「現代社会は、これまでの問題解決学習の先に、も
うひとつの新しい問題解決学習を必要としている。そ
れは、（略）価値判断（意思決定）や実践行動を含んだ
問題解決学習である。」（5）と価値判断、意思決定を行
う学習を展開することの重要性を示した

。「どんな立場

の人が居るか、どんな観点があるのか」と多面的・多
角的な視点で考え､複数の価値観を交流させることで

、
判断、合意を形成する活動で得られる力は現代社会に
おいて非常に重要視されると思われる。また、この活
動によって
、一つの答えに定まらない、複数の答えを

公正に判断し、自らの考えを明確にして意思決定する
力を身に付けることができるようになるのではないか
と考えた。
子どもが社会において公正に判断・意思決定する力
を身に付けるためにはます

、自らの考えを明確にもつ

ことが重要である
。そして、様々な考えを受容するこ

とに加え、他者の考えと自らの考えの価値観を交流さ
せ、最も合理的な考えを根拠をもって決定する力を育
成することも重要であると考える。また、この意思決
定の活動を経て高められた社会参画の意識は

、実際に
行動しようとする意欲を引き出すことが期待される。
そのため、意思決定力を伸ばすことは公民的資質の基
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礎を養う上で大変重要と考える。

1960年代後半に起こったアメリカの社会科教育の

改革にみられる方法論の一つ、意思決定アプローチの

有効性に着目した小原友行は、意思決定を｢問題場面

での自己の行為を科学的な事実認識を反省的に吟味さ

れた価値判断に基づいて選択・決定する活動｣(1994)

とした小原はこの活動を①問題の把握秘達成すべ

き目的･目標の明確化③全ての実行可能な解決策(行動

案)の作成①解決策(行動案)の論理的結果の予測⑤解

決策の選択と根拠づけ秘決定に基づく行動、の6 つの

過程で示している。　目標・目的を捉えこれを追求する

形で、解決策(行動案)を作成する過程が設けられてい

ると感じる。特に、秘の過程では根拠づけが行われる

ため、意思決定における自らの判断を総今的に振り返

ることで、根拠をもっか具体的な考えを表現すること

ができると考える。

また、同様に意思決定アプローチの有効性に着目し

て研究を行った魚住忠久は意思決定学習(7)を開発し

た。六角英彰この方法を川い、実践を行い、児童の意

思決定力の伸長を目指した。この学習方法は、小学校

の段階に合わせた①問題の明確化秘立案③意思の決定

①実行秘評価・反省の5 段階からなる意思決定過程を

含んでいる活動である。教材、教材や児童の必要感か

ら問題場面が設定されるため、児童が主体的に意思決

定を行い、実行することができる学習方法と感じる。

小原が課題意識を高め、解決策を追究する姿勢を重

視した意思決定の活動を提唱しているのに対し、魚住

は意思決定後に実際に行動する、実行の段階に重きを

置いている。六角は魚住の意思決定学習について、｢意

思決定したことを行動に移してみることで、子どもだ

もの意思決定内容に責任を取らせるというねらいがあ

る｣(8) とし、自らの考え、それに基づいた行動に責任

感をもたせることで、行動に結び付く具体的な解決策

を意思決定させようとしたと述べている。また、一つ

の意思決定学習で得た成果を次の意思決定学習に繋げ、

繰り返し行う中で意思決定力を高めようとすることも

魚住の提唱する意思決定学習の特徴として挙げている。

本実践では、小原の提唱する解決策を追究しようと

するための思考の深化を重視した意思決定力の考え方

を土台に、意思決定の結果を次の活動に繋ぎ、繰り返

し行うことで意思決定力の伸長を目指す魚住の意思決

定学習の要素を加えた活動を行った。意思決定は、根

拠や理由を明らかにしながら公正に判断する能力と態

度を身に付けさせ、また、自由な発想、柔軟な考え方

を子どもから引き出す二とが期待できる活動である。

そのため、資料等を基に｢ より望ましい｣ と根拠を明

確に判断、決定させる活動を含む意思決定力の伸長を

目指した実践を繰り返し行って、現代の子どもの抱え

る課題の解決を目指そうと考え、研究主題を意思決定

能力の伸長を目指す社会科授業の構築と設定した。

【研究構 想図 】
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意思決定：手立て④思考を整理しやすい

ワークシートの工夫

価値観 の交流 ：手立て③ 意思決定の根

拠を深めるための学習活

動の工夫

解決策の考案 ：手立て秘 多面的・多角

的視点の与え方の工夫

問題把握 ：手立て① 課題把握を促す主題

（資料）の設定の工夫

Ⅲ　実践の方法

1. 実践の目的

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援

学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につい

て（答申）」(2017)  (9) の中で、社会科の現行学習指導

要領の課題として「資料から読み取った情報を基にし

て社会的事象の特色や意味などについて比較したり関

連付けたり多面的・多角的に考察したりして表現する

力の育成が不十分」であることが指摘されている。資

料を多面的･多角的に考察する力を身に付けることは、

生徒が自らの考えの根拠や理由を明確にもつことがで

きるようになるだけでなく、社会事象に関する知識や

理解を深める上でも重要となる。資料を活用し、それ

らを基に自らの考えを明らかにさせる活動により、根

拠や理由を明らかにして意思決定をすることができる

ようになると考える。公正に判断する能力と態度を養

うためには、客観的な思考に基づいた様々な価値観と

交流させ、多面的・多角的に考察した上で、判断させ

る活動が必要である。更に、資料を様々な観点から捉

え､読み取った結果を根拠に考えを深化させる活動は、

多面的・多角的視点を養うことにも繋がる。このこと
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から、生徒達が自らの考えを根拠をもって意思決定す

るには、資料を多面的・多角的視点から捉える活動が

必要不可欠と考え、このことを副題として設定した｡

以上を踏まえ、本実践では、次の2点を達成するこ

とを目的とした｡1点目は、生徒達が考えたことの理

由の根拠を明確に表現できるようになることである｡

各授業提示される意思決定課題について、根拠となる

資料や社会的事実を活用して意思決定できる姿を目指

した｡これを達成するために、教師力向上実習I・H

で具体的な実践の手立てを4つ示した｡2点目は、意

思決定力の伸長を目指す授業の枠組みを構築し、今後

の実践に繋ぐ成果を残すことである｡本実践では、ほ

ぼ全ての授業で①社会的事実を資料を基に捉える秘社

会的事実についての考えを深める③本時の活動で得た

情報を基に意思決定をする､とい う流れを組んでいる｡

そして、単元のまとめで各授業で行った意思決定の内

容を基に、これまでの活動を総合的に振り返って最終

意思決定を行わせた。資料や価値観を交流する中で得

た情報に加え、各授業での自らの意思決定内容も最終

意思決定の判断材料として活用し、様々な観点から課

題を追究できるようにした｡ そして、単元を通して意

思決定を繰り返し行うことで、意思決定力の伸長を目

指す授業の枠組みの構築を目指した｡

2．生徒の実態・目指す生徒像

実習校の生徒たちは社会科の授業の中で、教科書や

資料を使って調べたことを答えるような、答えが明確

な問いには積極的に答えることができている｡しかし。

「なぜそう思うのか」「どうして（グラフ等が）このよ

うな結果になっているのか予想する」といった、答え

が一つに決まらない問いかけには、ほとんどの生徒が

挙手することができす、多くの生徒が苦手意識をもっ

ていると感じた｡ 生徒の実態を把握するために行った

アンケートの結果､「グラフやデータなどの資料を読み

取ることは難しい」に対し、「思う」「やや思う」と回

答した生徒は27 人中11 人であり、「あまり思わない」

「思わない」と回答した生徒は16 人（グラフ①）と半数

以上が資料を読み取ることに苦手意識を感じていない

ことが分かった｡ ではなぜ、資料を読み取った結果を

予測したり資料から読み取れることを繋ぎ合 わせて解

答したりすることが苦手なのか｡「他の人に自分の考え

を伝える二とが苦手だ」に対して「思う」「やや思う」

と回答した生徒が、27 人中15 人（グラフ①）と自分の

考えを他者に伝えることに苦手意識をもっている生徒

が半数近くいることが関係していると考えた。多くの

生徒が他者に自らの考えを表現することが苦手と感じ

ているために、答えが1 つに決まらない問いに答えら

れない姿が見られたと思われる｡

授業以外の場面でも、自分の考えを主張することが

できない生徒の姿があった。文化祭の表紙絵を決める

際、「これが人気ありそう｡ みんなが選びそう」「これ

がいいと思うけど、どうせあれに決まるでしよ」とい

う理由で自らの考えを変更してしまった生徒がいた｡

他にも、学級で目標を考える活動では、ある班が格好

良い目標を発表すると、他の班の生徒たちは自分たち

が熟考して出した案をすぐに取り下げ、その班の考え

に賛同する姿があった｡

上記のような姿から、生徒達は資料等から数値等の

事実を捉えることはできるが、授業の内外を問わす自

分なりの考えを導き他者に伝えることを苦手としてい

ると推測できる｡ 自分の考えの根拠を明確に表現する

ためには、社会科の授業を活用し、資料を根拠に自ら

の考えを選択・決定する活動を行 う必要性を感じた｡

根拠を明確に自分の考えを表現する活動は、生徒だも

の抱える課題の解決を目指すことができる｡ また、社

会問題に対する解決策を自ら選択・決定することで、

社会の一員 として社会に参画する姿勢を身に付けるこ

とができ、公民的資質の基礎を養 うことにも繋がる｡

工夫として、生徒たちが他者の考えに流されないよ

う、生徒個人の感情や経験など主観ではなく、客観的

な情報に基づいて多面的・多角的に考察を行 う活動を

仕組む必要かおる｡ また、他者の考えに流されること

なく自らの考えを表現する力は、社会科の授業に留ま

らす多様な場面で活用することができるだろ う｡ 意思

決定力の伸長を目指す社会科授業研究を行 うことで、

生徒が自らの考えの根拠を明確にもち、他者の価値観

と交流しながら主体的により良いと思われる選択がで

きる姿を目指したいと考えた｡

実態調査として行ったアンケートの結果、「質問7

グループで何かを考えたり、調べたりする活動が好き

だ｡」とい う項目について、27 人中24 人の生徒が「思

う」「やや思 う」と回答している｡（グラフ秘）また、「質

問10　 課題を解決する際に、色々な人の考えを参考に

する｡」という項目では25 人の生徒が「思う」「やや思

列 と回答した｡（グラフ秘）以上から、生徒達は、他

者と協働して取り組む活動が好きであり、課題解決の

ために他者の言葉を参考にすることが分かった｡ その

ため、意思決定をする際にグループで考えを深める学

習活動を取り入れ、自らの考えと他者の考えを交流さ

せながら意思決定できるようにしか｡ これにより、生

徒達は抵抗なく意思決定を含む一連の活動に取り組む

ことができると考え､本実践に取り入れることとした｡

【グラフ①　実態調査結果①】

実態調査結果①

質問4
質問

８ O　　５　　10　　15　　20　　25　　3O

思う やや思う あまり思わな

い

思わない
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【グラフ②　実態調査結果②】

実態調査結果②

質問７質

問１０

O％　20％　　40％　　60％　　80％　　

100％思う
やや思う あまり思わない 思わない

(調査対象：名古屋市立公立中学校　第2 学年27 人

平成29 年度9 月22 日実施)

3.本研究の手立て

教師力向上実習I ・Ⅱを通して意思決定力の伸長を

目指すために4 つの手だてを重視した。

手立て①　課題把握を促す主題（資料）の設定の工夫

授業で扱う主題（資料）の特徴を掴ませることで、

課題の把握を容易にし、考えを焦点化させることがで

きる。何を題材として取り上げるのか、何を捉えさせ

るのか、特徴を捉えやすい資料を使って授業を行い、

生徒の課題把握を促す工夫を行った。

手立て秘　多面的・多角的視点のケえ方の工夫

資料を根拠に自らの考えを明らかにさせるには、そ

の資料を多面的･多角的に捉えて吟味する必要がある。

この資料のどのような特徴を基に考えたのか、様々な

視点から考えることで考えを深め、より確固とした根

拠にすることができるようになる。そのため、生徒が

様々な考えをもてるよう、考えの視点の与え方に工夫

を取り入れた。

手立て③　意思決定の根拠を深めるための学習活動の

工夫

自分たちで思考を巡らして具体的な解決案を作成

し、それを自分なりの視点から評価する活動を行うこ

とによって、最終意思決定の場面で根拠を明確にして

自らの考えを意思決定できるようにした。課題に対す

る理解を深め、他の生徒の意見と自分の考えを合わせ

ながら「最も合理的と考えられる案」を作成した後、

他のグループの意見に限定して「最も合理的と考えら

れる案」を意思決定することで、より客観的に分析す

ることができ、この分析の視点が各生徒の意思決定の

根拠となる視点となるよう工夫した。

手立て①　思考を整理しやすいワークシートの工夫

生徒が自らの考えを根拠をもって決定することが

できるよう、意思決定を思考しやすいワークシートを

作成し、これを使って実践を行った。意思決定を行う

前に課題に対する自らの考えを明らかにさせたり、

徐々に思考が深まる発問を投げ掛けたりして、考えの

根拠を明確にできるようにした。

IV　実践の内容

本実践では、名古屋市公立中学校において毎回の授

業で扱った学習内容を基に意思決定をさせ、資料や他

者の考えを踏まえて自らの考えを根拠をもって表現す

る力の育成を目指した。教師力向上実習I で行った歴

史分野「幕藩体制の確立と鎖国」の単元と教師力向上

実習Ⅱで行った地理分野「中国・四国地方」の単元の

学習における実践について報告する。以子はその概要

である。

教師力向上実習I

l.教師力向上実習I の単元計画

一実習期間:2017 年5 月8 日～6月2 日

・学年：第2 学年　30名（男子16 名、女子14 名）

・教科名：社会科

・指導単元：「幕藩体制の確立と鎖国」（全6 時間）

１つの単元を貫いて［江戸幕府が強人な力をもつ

ことができた一番の要因］を意思決定する活動を中

心に行った。各授業で扱った内容を「江戸幕府のも

つ強大な力」の1 つとして捉えて最大要因と言える

かを意思決定し、個人、グループで考え、最後に全

体で共有し、自分の考えと他者の考えを比較して捉

えられるようにした。そして、単元のまとめで、こ

れまでに学習した江戸幕府が行った政策の中から

「江戸幕府が強大な力をもつことができた一番の

要因」を改めて考え、単元で行った活動を多面的・

多角的に振り返りながら判断し、自らの考えを最終

意思決定させた。

単元名 �時数 �手立て

泰平の世の土台づくり �1 � ①④

大名行列と藩の財政 �2 � ①④

東南アジアに広がる日本町 �3 � ①④

開かれた窓 �4 � ①②④

身分ごとに異なる暮らし �5 �② ④

最終意思決定 �6 �②④

2｡授業の様子

手立て①　資料の特徴を掴ませるための教材化の工夫

の場面（2/6時）

第2時「大名行列と参勤交代」では、参勤交代を示

す大名行列の資料（資料①）（10）を提示して「長い」「列

になっている」「武器を持っている人がいる」「馬に乗

っている人がいる」等､資料から読み取れることを次々

に挙げさせた。次に、鳥取藩の大名行列にかかった費

用（資料秘）（11）をグラフを基に実際に計算して出させ、

具体的な金額を意識させてから大名行列の資料と合わ

せて特徴を捉えさせた。2 つの資料の特徴から歴史的

事象の特徴を具体的に掴ませることができ、生徒達は、

参勤交代の様子について様々な視点から考えを深め、

意思決定することができた。
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【資料①　大名行列と参勤交代】

【資料秘　鳥取藩の大名行列にかかった費用】

手立て秘　多面的・多角的視点の提示の工夫の場面(5/6

時)

第5時では、武士、町人、農民、えた・ひにんの人々

の暮らしを捉えさせるために、インタビュー形式のワ

ークシート（資料③バ12) (13)を提示した。生徒達は江

戸幕府の支配について、支配される側の人々の目線に

立った多面的な考え方で当時の人々の暮らしを捉える

ことができた。また一部の生徒は､江戸幕府の力が人々

にどのように影響しているのか「身分の差を作ること

で、幕府にたくさん年貢が入ってきた」（財力）、「自分

よりも身分が子の人がいるからいいやと思って反乱を

あまり起こさなくなったと思うから」（支配力）、「武士

がいなければ、戦いの時にだめになっちゃうから武士

に特権を与えて、百姓の年貢を分ける」（武力）等、多

角的な考え方による視点から考察することができてい

た。多面的・多角的視点をもって考えられた生徒は、

考えに多様性が生まれた。

【資料③　インタビュー形式のフーグシート】

≪表面≫

|学習プリント

３　幕藩体制の確立と鎖国 組 番 氏名

11　身分ごとに異なる暮らし（教P112, 113)

≪裏面≫

手だて④　意思決定の流れが見やすいワークシートの

活用の場面(6/6 時）

第6 時では、これまでの授業を振り返って 「江戸幕

府が強大な力をもつことができた最大の要因」を意思

決定した。これまでの学習で得た要因を選択させたこ

とにより、生徒達はフーグシートや教科書を改めて見

直し、単元の学習を振り返って意思決定することがで

きていた。これまでの自らのワークシートを振り返り、
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1 。江戸時代の人/;?の暮らしの様子僉知ろう。

江戸時代の人々にインタビニ1－をしてその暮らしについて教えてもらいました。

私の名前は、S木A 助という。このS 木という

に　 のな の寺権

なのだ。他にも、立派な刀を腰に差すこと、すなわち

茆　　　　　 も武士の胝乞 武士には様々な陪級かお

り、家柄に6 じて役笳や服装か分けられていたんだ。だか

ら、私たちにとって「亂」はとても重んじられていたものな

んだよ。

武士のA 助さん

オラは 、B 造っていうんだ。 オラ の家は土地 をも ってて年貢を

納めてい るから 、③　　　　　　　 と 呼ば れている ぞ。

隣の家は 土地をもってない から 、④　　　　　　　 だ

な。 オラ の父ちゃんは村 役人っているのをや ってるんだ。 村役

人は 、オラ の家みたいな③(yyllから 選ば れた 、⑤

(庄 屋) 、組頭 、百姓 代のことで 、年貢 の納入や 村の 運営をし て

るん巴 そうそう 、オラたち の大事な仕 事は 、米を 育てて年貢

を釶める こと乞 ⑥　　　　 公(力　　　　 民( 四公 六

民の場合も ある) の苞a で年 貢を納めていて 、耜 櫚大変なんだ

ぞ。あ 、でも 一人で年貢を 納めているわけではなく 、5 ～6 戸

で⑧　　　　　　　 を組蜀し てみんな で協力し て納めて

いるん尼 ただ 、連帯5 任だから 、便利な 反面 、

大変なこ ともあるけどな。

百姓のB 造さん

｢大変なこと｜とは何だろう？

憮は、C 太郎。町 人の両親のもとに生まれたよ｡I，

知人には楝｡/ﾏな職業があ って、大体は江戸など の

応い 都郤に鮭んでいる倡のことを竃 人と嚀､笳を

だ; あと、|剛人j その業 種ことに注んでいること

が多いんだ 、働の窗は。 呉服町にあ ることから分

かる通り、呉鋸室を営んでいる 夊 町入のφか

ら、

⑩　　　　　　　　 が選ばれて、吻畢行のも

とて戦]ぐ)運営する んだよ‥ かっこいいよね、

そうそう、僕の寒には修行のだ心こ奉公に釆てい

る人もいるんだlバ=y ）か、自分の店をもつんだっ

て張り切ってt=Vごよ 、

町人のC 太郎さん

…私たち は、えた･ ひL んと霓1ぱ れていま

す。

また。私たち は1&たち!x尨 業などの持機か

ら。社会や文化 を支えているはず なのです

が、暮 らし 齔 堤 まざ ま茴uI 艘 けてい

ます。獸 ぱ 、あまり他 哨 分限 防 と関

わa 議会{7沙 ないよう 聊昜所口1ﾖみ、他ai}9(y

圦 たち との交流や服装などt 創限されて

います 。 雪駄を作 つてし丶るD

さん



自分は｢江戸幕府のもつ強大な力｣をどのように捉え、

考えてきたか、最も納得のいくものはどれかという視

点から改めて意思決定をする生徒や、教科書内容を読

み返し、江戸幕府の行ってきた諸政策の内容を比較し

て意思決定をする生徒がいた。その中から、生徒A の

意思決定の様子を報告する。

【資料①-1　生徒A の意思決定ワークシート】

【資料①-2　生徒A の意思決定】

【資料①-3　生徒A の最終意思決定】

生徒A（資料①）は、最終意思決定の場面で、これま

での学習の内容を踏まえ、各政策の内容を比較して江

戸幕府のもつ強大な力を捉えていた。第1時、第5時

の意思決定では資料から読み取った言葉を使って意思

決定することができていた。最終意思決定では、これ

までの授業のワークシートや教科書を活用し、単元の

学習を振り返って整理をすることで、単元の学習の全

体像を捉え、更に自らの考えを深めて「江戸幕府がも

つ強大な力」を捉えることができていた。また、記述

内容から生徒A は資料などから捉えた歴史的事実を根

拠に自らの考えを深化させて意思決定を行ったと読み

取ることができ、資料活川の成果が最終意思決定の場

面に生かされたことが分かった。

3.教師力向上実習I の成果と課題

資料から読み取った事実を基に当時の情勢を推測し

て考えることができていた点において、資料の特徴を

掴ませる工夫である手立て①は効果があったと言える。

また、手立て②により、「江戸幕府のもつ強大な力」に

ついて、支配を受けていた人々の目線に立った多面的

な考え方今強大々力を何と位置付けるか、財力や支配

力等の多角的な考え方から最終意思決定を行う姿があ

った。手立て④では、これまでの学習を整理して意思

決定を行うことができ、自らの考えを具体的に表現す

るために、思考の流れを見やすくすることは効果があ

ることが分かった。

課題として、手立て①では資料の特徴を限定的に掴

ませてしまい、以後の授業と関連させて資料を捉えさ

せることができなかった。生徒が自らの考えを資料を

基に具体的に表現できるよう、生徒の思考を深化させ

る資料、教材を開発、提示することが求められると感

じた。手立て②では、多面的・多角的に考えさせる題

材が限られてしまった。複数の授業で同一の視点から

資料に着目することで、更に思考を深化させて考える

ことができると考え、単元を通して資料を読み取る際

の多面的・多角的視点の与え方の工夫を行う必要があ

る。手立て④では、生徒が各授業でどのように影響を

受け、最終意思決定を行ったのかが捉えにくかった。

そのため、生徒が何に着目して意思決定を行ったのか

を捉えやすくし、具体的な評価を行えるワークシート

を活用することが大切だと感じた。

4.教師力向上実習Ⅱに向けて

教師力向上実習I では、第1 時では自分の考えを書

き出せなかった生徒が、グループでの活動を通して繰

り返し意思決定を行ったことで、徐々に自らの考えを

表現する二とができるようになった様 子があった。　し

かし、資料をそのまま捉えさせる提示になり、資料か

ら読み取った言葉をそのまま使った意思決定をする生

徒の姿があり、資料の特徴を掴み思考を深化させるこ

とができなかった。また、資料を多面的・多角的に考

察することができた生徒が限られ、より多くの生徒に

多面的・多角的視点を 与えるため、全体で共有できる

視点の与え方の工夫が必要と感じた。 意思決定で使用

するフーグシートは、評価の観点も取り入れ、生徒が

どのように意思決定を行ったのかを整理しやすいもの

にしていきたい。 教師力向上実習I の成果と課題を踏

まえ、次の教師力向上実習Ⅱでは、資料を多面的・多

角的に捉えられる視点の与え方を重視し、生徒の考え

を引き出すための取り組みを行うことにした。そして、

資料を考察した結果を比較したり、他の生徒の意見を

聞いて自分の考えを見直したりする、考えを深化させ

るための交流活動の時間を確保した上で、自らの考え

を意思決定し、その理由を根拠を明確にもって説明す

ることができるようにしたい。そのため、より自らの

考えを見つめ直し、考えを深化させるための学習活動

を取り入れる必要があると考えた。学習したことを基

に自分たちで「最も合理的と考える解決策」を作成す

る時間を確保し、この学習活動で得た新たな考えも加

えることで､最終意思決定の場面で自らの根拠を深め、

具体的に表現する生徒の姿を目指したい。

教師力向上実習Ⅱ

1.教師力向上実習Ⅱの単元計画

・実習期間:2017 年9 月25 日～10 月20 日

・学年：第2学年　30名（男子16名、女子14名）
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・教科名：社会科

・指導単元：「中国・四国地方」（8 時間完了）

意思決定力の伸長を目指すために、毎回の授業で

「本時の意思決定」を行わせた。各授業の主な題材を

地形、交通、産業等様々な視点から捉え、中国・四国

地方の抱える過疎化の課題について切実性をもって追

究できるようにしか。第6 時以降の授業では中国・四

国地方の中でも特に人口が少なく、知名度も低いとさ

れる島根県に焦点を当て「島根県の地域おこしプラン」

を考案する活動を行った。そして、その中から「最も

過疎化の進行を食い止めることができる（合理的な）プ

ラン」を選択し、理由も明確にした意思決定を行った。

最終意思決定では、単元の活動を振り返り「過疎化の

進行を食い止めるために大切にすべきこと」に対する

自らの考えを具体的に表現させた。

単元名 �時数 �手立て

人口分布のかたよる地域 �1 �①②④

巾国・四国地方の中心　広島 �2 �①④

人口減少 と地域の悩み �3 　�①②
④

地域おこしの知恵 �4 �①④

交通網の発達と人口の変化 �5 �②④

新しい地域おこしの方法を考え、

発表する �6
・7 �
①② ③

最終意思決定 �8 �②③④

2｡授業の様子

手立て①　生徒の思考を深化させる資料、教材の開発

と提示の工夫の場面（1/8時）

第1時の｢人口分布のかたよる地域｣では、中国・

四国地方の人口分布の特徴を捉えさせるために、人口

分布を示す地図資料に山地、山陽新幹線の路線、工場

の分有の資料を付け加える提示の工夫を行った。これ

により、生徒達は人口分布の特徴について、考えを深

めながら具体的に捉えることができた。(資料⑤)(14)。

【資料秘 中国・四国地方人口分布】

本時の意思決定では「中国・四国地方で過疎化が進

行している一番の要因」について、「もっと交通が便利

で仕事七色々ある大都市に移住する人がいて（略）過疎

化が進行しているから」（資料⑥）「交通がととのって

いない山地などに住行人々が都心に移住したから」（資

料秘）等､資料を読み取った視点を明らかにして意思決

定することができた生徒の姿が見られた。

【資料⑥生徒Bのワークシート】

【資料⑦　生徒Cのワークシート】

手立て②　資料を読み取る際の、多面的・多角的視点

の与え方の工夫の場面（3/8時）

第1 時、3 時、5 時において、注目して考える視点

を表す 「視点カード」（資料⑧）を活用し、資料の特徴

を捉えるために必要な多面的な視点を全体で共有する

工夫を行った。特に、第3 時では自然、交通、産業の3

つの視点に注目して資料を読み取り、各視点から読

み取った結果を基に中国・四国地方の抱える過疎化の

課題について具体的に考えられるようにした。

【資料図　視 点カード】

また、各視点に注目して資料の特徴を捉えられるよ

う、比較、関連しやすい工夫を取り入れて資料を提示

した。特に、交通の視点から島根県岩見市(15)と名古

屋市のバス時刻表(16)を資料(資料⑨)として提示した

際には、同じ形式の時刻表を作成する工夫を行った。
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【資料⑨ 比較しやすい工夫を取り入れた時刻表】

石見交通　波根線

大田バスセンター発

時刻表（平日）

名古屋市交通局　名駅11 系統

名古屋駅発

時刻表（平日）

これにより、生徒達は 「名古屋市に比べると、バス

の来る回数が少ない」（資料⑩）「大都市ではバスの台

数が多いが、中国・四国では、バスの台数が少なく、

不便」（資料⑥）等資料の特徴から過疎化の課題を捉え

ることができていた。

【資料⑩ 生徒D のワークシート】

【資料⑥　生徒Eのワークシート】

また、生徒達にとって身近なバスの資料提示により。

生徒達は過疎化の進行する地域に暮らナ人々の視点か

ら、具体的に課題について考えることができていた。

視点カードを活用した視点の与え方の工夫により、多

面的･多角的視点から資料を捉えさせることができた。

手立て③　意思決定の根拠を深めるための学習活動の

工夫の場面（6 ・ 7/8 時）

第6 ・7 時では、中国・四国地方の中でも特に島根

県に着目し､「島根県の過疎化を食い止める地域おこし

人作戦」を4 ～5 人のグループに分かれて考案し、ポス

ターにまとめさせた。そして、その中から「最も合理

的に島根県の過疎化を食い止めることができるプラン

（大作成）」を意思決定させた。これまでの学習を基に

自分達で大作戦を考案したことで、過疎化に関する理

解を深めることができ、最終意思決定で自らの考えを

より具体的に表現できる生徒の姿が見られた。

地域おこし大作戦を考えさせる際、地域おこしに成

功した事例を紹介し、大作戦の考案例としてポスター

を提示した(資料⑩)(17)。具体的な活動のゴール伝え

たため、生徒達は活動の見通しをもって自主的に話し

合い活動に取り組むことができた。

【資料⑩　地域おこしの例と授業者作ポスター】

吉野ヶ里遺跡には、日本の弥生時代を解き明かす上

で極めて貴重な資料や情報が集まっています。建物な

どを復元した歴史公園として整備され､年間60 万人が

訪れる九州で有数の観光地になっています。

｢吉野ケ里遺跡発掘による地域おこし｣( 佐賀県)

各生徒が自分の興味関心に基づいて事前の調べ学

習を行ったことで、グループ内で特産物について調べ

た生徒、観光地について調べた生徒等、様々な視点か

ら話し合いを行っていた。活発な話し合い活動により、

どのグループも個性豊かな 「地域おこし大作戦」を考

案する二とができた。（資料⑩）

【資料⑩ 生徒達が考え九地域おこし大作戦】

生徒F は調べ学習を行った後、1 人で大作戦を考え

た際に「マスコットキャラクターを使ってPR する」

という考えをもっていた。グループでの話し合い活動
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で「名古屋のようにおもてなし武将隊をつくる」とい

う考えをもつ生徒と価値観を交流させ、「マスコット」

「おもてなし武将隊」という広告塔を掲げてPRする、

という共通点に気付くことができた。このような話し

合いを経て、「イケメン武将隊おもてなし大作戦」を考

案し、更に「どうしたら観光客を集められるか」「何をPR

すべきか」を話し合い、深く刧り子げて具体的な

大作戦を発表することができたO（資料⑩）

【資料⑩ グループA　 生徒F のワークシート】

また、生徒達は授業での学習に加えて自分で調べて

得た情報や、生活からの経験知を使って地域おこし大

作戦を考案し、意思決定を行うことがでていた。「イン

スタ映え」や「ネットを使って拡散」とい う言葉を使

って 「若者を呼ぶ」ための視点を自分だもの身近な生

活から想起して具体的に考えることができていたグル

ープや、世界遺産等の観光地を取り上げて高齢者を呼

ぶ視点や地域の産業に目を付けたグループもあり、多

角的に考えて人作戦を考案することができていた。

手立て④　意思決定評価観点を取り入れたワークシー

トの活用の場面（8/8時）

教師力向上実習Ⅱでは、毎授業で行う意思決定の活

動の中で何を根拠に意思決定を行ったのか、自己評価

をつけさせた。資料の読み取り方々自分の意見のまと

め方､意思決定をする際の視点を振り返らせるができ、

意思決定で何を根拠とするか捉えられるようにした。

また、第8 時の最終意思決定では、どの単元の学習を

振り返って意思決定を行ったか、その際に注目した視

点は何か、単元全体の学習活動を振り返って自己評価

をつけさせた。

その中で生徒G（資料⑩）の意思決定の様子ついて

報告する。生徒G は第1 時では、交通の不便さを過疎

化が進行している要因の1 つに挙げていたが、過疎化

を食い止めるにあたってこの視点を重視していなかっ

た。第5 時では「地元の人々のために交通網を発達さ

せることが大切」という意思決定をし、過疎化の進行

を食い止めることと交通網の発達に関係性を見出すこ

とができた。そして、過疎化を食い止めるために地域

おこし大作戦を考案する活動で「地元にある交通機関

を利用したバスツアー」を考案した。これらの活動を

踏まえ、最終意思決定では、過疎化の進行を食い止め

るために「公共の交通手段を観光客に使ってもらうこ

と」が人切という自らの考えを具体的に表現すること

ができたO 自己評価から、4 つの活動で学んだことを

特に且鬯､決定の根拠にしたことが分かる。ここから、

生徒G は過疎化が進む地域の交通網の不便さや、地方

中枢都市の便利さに注目した上で地域おこしのために

観光客を活用する方法を意思決定したと評価すること

ができ、意思決定評価観点を取り入れたワークシート

によって、生徒の考えの根拠をより詳しく具体的に捉

えることができるようになったといえる。

【資料⑩-1　第1 時での生徒G の意思決定】

【資料⑩-2　第5 時での生徒G の意思決定】

【資料⑩-3　生徒G の最終意思決定】

【資料⑩-4　生徒Gの最終意思決定時の自己評価]

･109



3.教師力向上実習Ⅱの成果と課題

手立て①、手立て秘により、生徒達は様々な視点か

ら資料を多面的・多角的に考察することができた。ま

た、視点カードから得られた視点を中心に資料を読み

取り、その結果を根拠として自らの考えを明確に記述

し、表現する姿が見られた。

手立て③では、第1 ～5 時で捉えた「過疎化を食い

止めるということについて」各生徒が考えたことを発

展させる形で「島根県の地域おこしプランの構築」を

グループでの学習活動として行うことで、様々な視点

からの考えを交流させることができた。そして、過疎

化についてより具体的に理解することができ、多くの

生徒が自らの考えを深化させることができていた。

手立て④により、生徒はこれまでの活動をどのよう

に生かして最終意思決定を行ったか、自分で振り返る

ことができた。また、授業者の視点からは生徒が授業

の何を学意思決定に生かしたのかを知ることができ、

生徒の考え方の道筋を明確に捉えることができた。

手立て①、秘で読み取った多面的・多角的視点から

得た情報がその授業内で留まり、別時間の授業に生か

せなかったことから、多面的・多角的に思考した後の

情報を関連させて捉えさせる手だての必要性を感じた。

活動③では、グループの意見を集約して1 つの大作戦

にまとめようとした結果、グループの意見を並べただ

けになったグループが4 つあった。また、「島根県の地

域おこしプラン」の発表用ポスターの制作に意識が集

中してしまい、最終意思決定の場面で手立て③で得た

考えをそのまま流用する生徒がいたことも改善してい

きたい点と感じた。

V　 研究のまとめ

1.成果

意思決定力を伸長させるには、多面的・多角的に思

考し、自らの考えの根拠を明確にもつことが重要とな

ることが分かった。

本研究の成果に、資料を多面的・多角的に捉えるこ

とによって生徒が資料から読み取ったことを自分の考

えの根拠として表現することができるようになった点

が挙げられる。資料の提示の工夫、視点の与え方の工

夫を行うことで意図的に生徒の考えを具体的なものに

することができるようになった。

また、生徒達は他者の価値観と交流し、具体的な解

決案を考案する活動を行ったことで新たな視点を得ら

れ、最終意思決定で多面的・多角的視州こ基づいて自

らの考えを深化させた意思決定ができていた。

意思決定を行うことで生徒が自らの考えの根拠を明

確に表現できるようになったことが最大の成果である。2.

今後の展望

実習I ・Ⅱのどちらでも資料活用についての手立て

を設けて授業を行ったが、まだ資料の特徴をつかみき

れなかったり、意思決定の場面で資料から読み取った

内容を活用できなかったりした生徒の姿かおり、今後

も資料活用に関する手立てを工夫し続ける必要性を感

じた。 また、生徒の経験知に寄り添った資料選択や教

材開発の工夫は、より生活と結び付けて具体的な思考

を促すことに繋がったため、意図的に具体的思考を促

すためにも視野を広げた教材選択の工夫を行うことが

重要と感じた。

本実践では、地理の分野と歴史の分野で授業を行っ

た。生徒の思考を深化させるため、地理、歴史、公民

各分野の特徴を生かした意思決定課題の設定も今後実

践を行っていく上で課題としていきたい。

以上を踏まえ、今後は生徒たちが社会科と経験知を

結び付け、切実性をもって意思決定できる姿を目標に

研究を重ねたい。

Ⅵ　おわりに

実習I・Ⅱの最終授業で生徒が書いた授業に対する

感想には「本時の意思決定は、自分の考えをしっかり

とまとめることができたので良かったと思う」「社会科

は暗記だけではなく、『～たった。～だったので～する

必要がある』というところまで考えて（略）面白いと思

えた」等、意思決定の活動の成果をうかがえるものが

多くあった。このことから［暗記の社会科］という固

定概念を更に崩し､ 意思決定をけじめとする「思考力・

判断力・表現力を伸ばすための社会科」の意識化を図

る授業をより多く実践することの必要性を感じた。

今後も、資料を多面的・多角的視点を重視した意思

決定力の伸長を目指す社会科授業を行いながら、自ら

の考えを根拠をもって表現することができる生徒を育

てていきたい。そして、社会事象についての知識・理

解を深め、 白分事として捉え、意思決定に活用するこ

とができる授業の構築を目指したい。
付記教職大学院2年間を通して「学校サポーター活動」「教師力向上実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「特別課題実習」「多様なフィー

ルド実習」において、多くの学校及び職場で、様々な活動や実習をさせていただきました。多忙の中、多くのご指導・ご

助言をいただき、お世話になった先生方や、連携協力

校での学びの場を与えてくださった先生方に心から感謝申し上げます。

この2年間で学んだことを糧に、今後も努力していく所存です。改めてお礼をお伝えしたく思います。引用・参考文献１文部科学省『中学校学習指導要領第２章第2節社会』2008２教育課程企画特別部会『教育課程企画特別部会における論点整理について(報告)』2016p.12３文部科学省『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善及び必要な方策等について(答申)(中教審第197号)【概要】』2017p.5-6４波巌『意思決定の力がつく問題解決学習』2000明治図書p.26-27５波巌『発信型の新しい問題解決学習』1999明治図書p.12-18６小原友行『「思考力・判断力・表現力」をつける社会科授業デザイン中学校編』2000p.12-13７魚住忠久、山根栄二『21世紀「社会科」への招待』学術図書出版者2000p.219-221８六角英彰『意思決定学習の考え方・進め方』2015中部日本教育文化会p.56-57９再掲文部科学省『幼稚園、小学校、中学校高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について(答申)（中教審第197号）【概要】』2017p.132１０『中学校社会歴史未来をひらく』教育出版2017p.106-107１１再掲『中学校社会歴史未来をひらく』教育出版2017p.106-107１２写真3点『アドバンス中学歴史資料』2017帝国書院p.88-89１３再掲写真1点『中学校社会歴史未来をひらく』教育出版2017p.113１４『中学社会地理地域にまなぶ』教育出版2017p.174１５石見交通HPバス時刻表１６名古屋市交通局HPバス時刻表１７吉野ヶ里歴史公園公式HP110
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